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Nishiki Town 

一
︑
自
然
を
大
切
に
す
る
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
き
ま
り
を
守
る
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
文
化
を
育
む
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
希
望
と
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

町民憲章
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本
町
は
︑
熊
本
県
の
南
部
︑
球
磨
郡
の
や
や
南
に
位
置
し
︑

東
に
あ
さ
ぎ
り
町
︑西
に
人
吉
市
︑南
に
宮
崎
県
え
び
の
市
︑

北
は
相
良
村
と
接
し
て
い
ま
す
︒
町
内
の
中
心
部
を
国
道

２
１
９
号
線
が
東
西
に
横
断
し
︑
国
道
と
並
行
し
て
日
本

三
大
急
流
の
一
つ
で
あ
る
清
流
球
磨
川
が
流
れ
て
い
ま
す
︒

球
磨
川
の
恵
み
を
受
け
︑
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
と
林
業

が
盛
ん
で
す
︒
近
年
は
︑
観
光
に
も
力
を
入
れ
︑
人
吉
海

軍
航
空
基
地
資
料
館
を
整
備
し
︑
全
国
か
ら
観
光
客
を
呼

び
込
ん
で
い
ま
す
︒ 

錦
町
の
概
要

も
く
じ

町政施行 
面　　積
人　　口
緯　　度
経　　度
降 水 量
平均気温

昭和40年4月1日 
85.04㎢ 
10,213人（R6.2月現在） 
北緯32度11分52秒 
東経130度50分35秒 
211.3mm（平年値） 
15.8℃（平年値） 
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錦
町
の
ま
ち
づ
く
り 

町の将来像 本
町
は
、
町
の
将
来
像
で
あ
る「
人
の
和
を
大
切
に
し 

老
い
て
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町 

若
人
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
町
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
３
つ
の
政

策
方
針「
ひ
と 

ひ
と
が
集
い
暮
ら
し
や
す
い
町
」、「
し
ご
と 

ひ
と
が
安
心
し

て
働
け
る
ま
ち
」、「
ま
ち 

ひ
と
が
夢・希
望・誇
り
を
持
て
る
町
」
を
定
め
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　全国的に少子高齢化が進む中、本町は平成２５年から平成２９年期の合計特殊出生率が２.２６人で全国９位、熊本県で１位と高い出生率を誇っ
ています。しかし、高齢化の進行、進学や就職を機に本町からの転出等の影響があり、人口減少が続いています。 
　対策として、三大都市圏等の人口密集地域を中心とした県内外からの移住を促進させます。そのためにも「町の暮らしやすさ」についての情報
発信、移住・定住者の受け入れに向けた各種対策の強化や仕事・観光など様々な場面で本町と関わりのある人々を新たに「関係人口」として取り
込み、将来的な町への移住・定住に繋げていきます。また、出産や子育てに対するサポートや、ＩＣＴ教育や英語教育などのサポートを充実させ、
子どもを産み育てる環境の一層の充実とともに、高齢の方や障がいを持たれる方、外国人など全ての方々が、生きがいをもって、生き生きと暮ら
していける町を形成していきます。 

人
の
和
を
大
切
に
し

老
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町 

若
人
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
町 
ひと ひとが集い暮らしやすい町

基
本
政
策 

重
点
施
策 

基
本
政
策 

重
点
施
策 

　本町は、豊かな自然環境と豊富な農畜産物を誇る地域であると同時に、生活インフラが整っています。しかし、限られた公共交通機関、地域
防災力の向上や若年層を中心とした町内活動への参画の低下などが課題となっています。 
　対策として、町民の憩いの場となる３つの公園を快適に過ごせるよう住民が目指す住民全体の管理を進めていくともに、最大面積を誇る錦・く
らんど公園を多目的な機能を併せ持つ公園としての整備を進めていきます。また、乗合タクシーの便数や運行ルートのさらなる充実などにより、
高齢者の移動手段の確保・支援を行っていきます。さらに、大規模自然災害の発生に備え「国土強靭化計画」を見直し、国や県と連携を図りな
がら地域防災力の強化を図ります。

まち ひとが夢・希望・誇りを持てる町

基
本
政
策 

重
点
施
策 

基
本
政
策 

重
点
施
策 

　本町では、豊かな自然環境を活かし、稲作、梨や桃などの果樹や野菜の栽培、畜産を始めとする農林業が盛んに営まれてきました。しかし、
高齢化の進行や後継者不足の問題が顕在化、また、企業誘致も自動車、半導体産業の大手２社の後は進出や投資が進んでいません。このような中、
進学や就職を機に町から転出する若者が多く、将来的な地域産業の担い手の不足が懸念されています。 
　対策として、町の基幹産業である農林業を維持・強化するために未来技術を活用したスマート農業、新規就農者への支援などを行っていき、
人材不足の解消を図っていきます。また、県や周辺市町村と連携しながら町の工業団地などへ企業誘致を進めるとともに、誘致企業が必要とす
る人材の育成、確保も行っていきます。さらに、ＩＴ企業系のサテライトオフィスの誘致や柔軟な働き方に対応できるテレワーク事業者による仕事
の創出も進め、働く場の確保も行います。 

しごと ひとが安心して働ける町

基
本
政
策 

重
点
施
策

基
本
政
策 

重
点
施
策

創業・企業誘致
支援対策 

❺

企
業
誘
致
の
推
進

創
業
等
の
支
援

商工・観光
振興対策 

❻

観
光
の
振
興

商
工
業
の
振
興

農林業振興
対策 

❼

農
林
業
従
事
者
へ
の
支
援

農
林
業
環
境
の
整
備

子
育
て
に
対
す
る
支
援

出
産
に
対
す
る
支
援

少子・子育て
対策 

❷

関
係
人
口
の
創
出

移
住
・
定
住
の
支
援

国
際
交
流
の
推
進

空
き
家
・
空
き
施
設
の
活
用

移住・交流
対策 

❶まちの基盤
整備対策 

❽

居
住
環
境
の
整
備

公
共
交
通
の
整
備

公
園
等
の
整
備
・
活
用

道
路
等
の
整
備

住民活動の
支援対策

11

町
内
会
・
自
治
会

活
動
へ
の
支
援

民
間
団
体
へ
の
支
援

防災・安全
対策 

❾

防
犯
対
策
の
充
実

国
土
強
靭
化
の
推
進

地
震
・
大
雨
・
台
風
等
の

災
害
対
策
の
充
実

健
康
づ
く
り
対
策

障
が
い
者
福
祉
対
策

高
齢
者
福
祉
対
策

福祉・介護・
健康づくり対策

❸

学
校
教
育
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
へ
の
対
応

家
庭
教
育
へ
の
支
援

文
化
財
の
保
存
・
活
用

教育・文化の
支援対策

❹行政運営の
改善対策

10

町
政
へ
の
町
民
参
加
の

推
進

行
財
政
改
革
の
推
進

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
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春
に
な
る
と
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
を
町
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

桜
、
藤
の
花
や
球
磨
川
沿
い
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

な
ど
で
す
。

　
本
町
を
流
れ
る
球
磨
川
は
日
本
三
大
急
流
に

数
え
ら
れ
、
多
く
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

特
に
、鮎
は
別
名「
清
流
の
女
王
」
と
も
呼
ば
れ
、

球
磨
川
で
育
ち
25
㎝
ま
で
成
長
し
ま
す
。

 

　
特
に
、
町
花
で
あ
る
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
は
恩
恵

を
受
け
、
５
月
ご
ろ
に
な
る
と
ピ
ン
ク
や
白
色

の
花
を
一
斉
に
咲
か
せ
ま
す
。

木上小学校の桜

ツクシイバラ

鮎の放流

和ちゃん家の藤 錦中学校の桜

錦
町
の

美
し
い
自
然
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

　球
磨
川
に
沿
っ
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
伸
び
て
お
り
、
川
沿
い
の
風

景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

に
し
き
夏
ま
つ
り

　夏
の
風
物
詩
で
あ
る「
に
し
き
夏
ま
つ
り
」。
か
き
氷

早
食
い
大
会
や
芸
能
シ
ョ
ー
な
ど
毎
回
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
す
。

茶
畑　木

上
地
区
で
一
面
に
広
が
る
茶
畑
は
、
ま
る
で
ふ
か
ふ

か
の
緑
の
絨
毯
の
よ
う
で
、
見
た
人
の
心
を
奪
い
ま
す
。

錦
の
特
産
物
「
桃
」

　本
町
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
里
と
呼
ば
れ「
桃
」
が
有
名

で
す
。
口
に
入
れ
た
時
の
み
ず
み
ず
し
さ
、
食
感
や
甘

さ
に
一
度
食
べ
れ
ば
や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
。

サイクリングロード

にしき夏まつり

茶畑 錦の特産物「桃」

錦
町
の
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紅
葉

　
本
町
で
の
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
西
地
区
に
あ
る
新
宮
禅
寺
で
す
。
一
目
見
よ
う
と
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

コ
ス
モ
ス

　
一
武
地
区
の
町
道
に
咲
く
コ
ス
モ
ス
。
白
や
ピ
ン
ク
、

紫
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
が
景
色
を
彩
り
ま
す
。

体
育
祭
・
運
動
会

　
町
内
の
小
学
校
で
運
動
会
、
町
主
催
の
錦
町
民
体
育

祭
が
行
わ
れ
る
季
節
で
す
。
み
ん
な
で
一
致
団
結
し
て

１
位
を
目
指
し
ま
す
。

錦
の
特
産
物
「
梨
」

　
桃
に
並
び
、
町
の
特
産
品
で
あ
る「
梨
」。
季
節
に
な

る
と
、
町
内
に
何
ヵ
所
も
直
売
所
が
出
店
す
る
の
は
風

物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新宮禅寺の紅葉 

コスモス

錦町民体育祭 

一武小学校運動会 

錦の特産物「梨」

錦
町
の
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気
候

に
し
き
産
業
フ
ェ
ス
タ

　
本
町
の
冬
に
行
わ
れ
る
お
祭
り
で
す
。錦
町
商
工
会
青

年
部
の
主
催
で
、県
内
外
飲
食
店
な
ど
が
50
店
舗
役
場
前

広
場
に
集
結
。２
日
間
開
催
さ
れ
、毎
年
多
く
の
お
客
さ
ん

が
来
場
さ
れ
ま
す
。

　
冬
に
な
る
と
、盆
地
特
有
の
霧
が
発
生
し
、気
温
も
ぐ
っ

と
低
く
な
り
月
平
均
気
温
が
０
℃
に
な
る
月
も
あ
り
ま

す
。
県
外
の
方
が
と
て
も
驚
か
れ
る
こ
の
光
景
は
、
早
朝

か
ら
午
前
中
い
っ
ぱ
い
ま
で
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

く
ま
川
鉄
道

　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
て
以
来
、
く
ま
川
鉄
道

は
運
行
の
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国・県・

人
吉
球
磨
各
市
町
村
の
支
援
や
運
行
再
開
を
望
む
声
が
あ

り
、
令
和
４
年
11
月
28
日
、
湯
前
駅
か
ら
肥
後
西
村
駅
間

の
部
分
運
行
が
再
開
。
再
開
時
に
は
、
多
く
の
地
元
の
方

が
駆
け
付
け
、
運
行
再
開
を
祝
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
ま
い
餅
つ
き

　
木
上
地
区
に
あ
る
人
吉
海
軍
航
空
基
地
資
料
館
で
、
行

わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
基
地
が
あ
っ
た
当
時
に
も
、

餅
つ
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

くま川鉄道 

にしき産業フェスタ 

一面に広がる霧

ふるまい餅つき 

錦
町
の
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→
一
武
土
屋
地
区

→
道
路
の
崩
落

→
一
武
浜
川
地
区

町民の生命と暮らしを守るため 錦
町
消
防
団

そ
の
他
の
活
動 

　
近
年
、
６
月
に
入
り
梅
雨
の
季
節
に
な
る
と

「
線
状
降
水
帯
」
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
断
続
的

に
大
雨
が
降
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
令
和
２
年

７
月
豪
雨
に
よ
り
本
町
も
多
く
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
地
域
で
も
頻
発
化
す
る

大
規
模
な
自
然
災
害
に
よ
り
多
く
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
火
災
や
自
然
災
害
な
ど
か
ら
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
別
警
報
級
の
暴
風
や
大
雨
な
ど
に
備
え
、

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
令
和
２
年
度

に
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
、
配
布
し
災
害
リ

ス
ク
、
避
難
行
動
の
理
解
促
進
に
努
め
、
地
域

防
災
体
制
の
充
実
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
非
常
食
や

飲
料
水
、
生
活
用
品
な
ど
の
備
蓄
品
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
施
設
の
整

備
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、警
察
や
関
係
機
関・団
体
と
連
携
し
、

広
報
、
各
種
啓
発
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
交
通

事
故
や
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
更
新
を
行
っ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
お
よ
び
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

情
報
媒
体
な
ど
の
活
用
を
行
い
、
情
報
伝
達
体

制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨 

土のうづくり

本
町
で
は
、
他
に
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

錦町
の
防災

　
令
和
２
年
７
月
３
日
に
東
シ
ナ
海
の
梅
雨
前
線
上
に

低
気
圧
が
発
生
し
、
４
日
に
は
九
州
地
方
に
進
ん
で
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
日
の
未
明
か
ら
朝
に
か
け
て
、
熊
本
県
の

南
部
を
中
心
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
非
常
に
激
し

い
雨
が
降
り
、
記
録
的
な
大
雨
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
建
物
へ
の
床

上
、
床
下
浸
水
や
道
路
・

河
川
・
橋
梁
な
ど
へ
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
　

台
風
14
号 

　
令
和
４
年
９
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
に
か
け

て
、
九
州
地
方
を
縦
断
し
た
台
風
14
号
。
18
日
に
か

け
て
、
風
・
雨
と
も
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
町
内
に
も

少
な
か
ら
ず
傷
跡
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
県
道
覚
井一武
線
の
球
磨
大
橋
の
橋
脚
部

分
の
破
損
は
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　一武
地
区
と
木
上
地
区
を
繋
ぐ
球
磨
大
橋
は
、
普

段
か
ら
交
通
量
も
多
く
、
木
上
小
学
校
の
児
童
も
利

用
す
る
た
め
早
期
の
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
国
・
県
の
協
力
の
も
と
、
令
和
５
年
３
月
に
仮
橋

が
完
成
し
、
令
和
６
年
２
月
に
は
本
復
旧
に
向
け
た

着
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
消
防
体
制
を
支
え
る
消
防
団
に
は
、
現
在

3
5
6
人
が
所
属
。
８
つ
の
分
団
に
分
か
れ
、
日
々
、
地

域
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
緊
急
時
に
消
火
活
動
、
救
助
活
動
や
水
防

活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
１
年

を
通
し
て
様
々
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

台風１４号の影響で通行止めとなった球磨大橋 

　災害に備えるため
の土のうを数千袋作
ります。令和３年から
人吉農芸学院の協力
の下、共同で取り組
んでいます。

防災訓練
　地域の防災力向上のため、自主防災組織が
炊き出し、消火器の操作やＡＥＤの取扱いを
訓練します。

防災会議
　毎年、梅雨入りによる大雨や台風が心配される
時期を前に開催され、会長の森本町長が招集。消
防、警察、各行政区の区長など関係機関の代表者
が出席されます。錦町地域防災計画や町内の危険
箇所について話し合われます。

小型ポンプ操法放水競技

ボート操舵訓練

通常点検
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子どもの笑顔で みんなが笑顔に 子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

こ
ん
な
活
動
行
っ
て
い
ま
す  

　
全
国
的
に
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
本
町
は
若
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
呼
び
込
む
た
め
、
手
厚
い
子
育
て
支
援

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
錦
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
実
現
。

　
妊
娠
期
に
は
、
出
産
や
子
育
て
に
対
す
る
お
悩
み
や
質

問
を
随
時
受
け
付
け
て
い
る
「
子
育
て
相
談
」
や
妊
婦
の

健
康
診
査
の
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
で
妊
娠
期
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
産
後
に
は
、
保
健
師
な
ど
が
全
乳
児
家
庭
を
訪
問
し
、

産
後
の
母
親
や
乳
児
の
体
調
を
把
握
し
、
子
ど
も
の
成
長

に
応
じ
た
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
や
運
動
の
場
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
は
乳
児
の
状

態
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
が
分
か
れ
て
お
り
、
毎
回
多
く
の

親
子
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
後
３
カ
月
か
ら
５
歳
ま
で
の
期
間
に
、
保

健
師
、
栄
養
士
の
講
話
や
検
診
を
行
う
乳
幼
児
健
診
お
よ

び
教
室
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
に
対
し
て
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
子

育
て
世
帯
の
家
庭
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
入
学
祝
い
金
、

令
和
４
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
学
校
給
食
費
全
額
補
助

や
英
語
検
定
の
受
験
料
補
助
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
目
玉
の
政
策
と
し
て
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は
、
保
育

施
設
を
利
用
す
る
際
の
保
育
料
の
完
全
無
償
化
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
世
帯
を
ど
ん
ど
ん
応
援
し
て
い

ま
す
。｠

錦町
の
子育て

子育て支援センターは、錦町保健センター内に開設されています 

錦
町
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

子
ど
も
の
早
期
治
療
の
促
進
、
健
全
育
成
を

図
る
た
め
、
０
〜
18
歳
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
助
成
し
ま
す
。
原
則
窓
口
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。

町
で
の
出
生
数
の
増
加
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
を
目
的
に
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

助
成
金
額
　
第
１
子
：
15
万
円

　
　
　
　
　
第
２
子
：
20
万
円

　
　
　
　
　
第
３
子
以
降
：
25
万
円

錦
町
子
宝
祝
い
金

妊
娠
期
や
出
産
後
に
お
け
る
お
む
つ
や
ベ

ビ
ー
用
品
の
購
入
な
ど
、
子
育
て
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
時

に
面
談
を
実
施
し
た
母
に
つ
き
交
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

助
成
額
　
５
万
円※

１
（
多
胎
の
場
合
は
子
ど

も
１
人
に
つ
き
５
万
円
）

※

１
　妊
娠
期
５
万
円
・
出
産
後
５
万
円

出
産・
子
育
て
応
援
交
付
金

保
育
施
設
を
利
用
す
る
際
の
、
３
歳
児
以
上

に
発
生
す
る
副
食
費
（
お
か
ず
代
）

４
，
７
０
０
円
を
上
限
に
支
援
し
ま
す
。

副
食
費
補
助
事
業

小
学
校
：
２
万
円
　
中
学
校
：
３
万
円

入
学
祝
い
金

小
学
校
：
月
額
４
，
２
０
０
円

　
　
　
　（
年
額
４
６
，
２
０
０
円
）

中
学
校
：
月
額
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　（
年
額
５
５
，
０
０
０
円
）

学
校
給
食
費
全
額
補
助

向
学
心
に
富
み
優
秀
で
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を
貸

与
し
ま
す
。

　
高
校
　
　
　
　
　
：
月
額
２
万
円

　
高
専
・
各
種
学
校
：
月
額
４
万
円

　
大
学
（
短
大
含
）
：
月
額
５
万
円

錦
町
奨
学
金

子ども服を
リメイク 

親子運動教室 

読み聞かせタイム 
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錦町の将来を担う若人へ充実した教育を  G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
事
業
及
び
錦
町
子
ど
も
議
会

地
域
貢
献
活
動 

　
子
ど
も
は
未
来
を
担
う
地
域
の
宝
で
あ
り
、

地
域
創
生
の
活
力
の
源
で
す
。
現
在
の
教
育
に

は
、
社
会
の
在
り
方
が
劇
的
に
変
わ
る
「
ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．０
時
代
」、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
先
行
き
が
不

透
明
な
「
予
測
困
難
な
時
代
」
が
到
来
す
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
分
自
身
で
豊
か
な

人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
力
、
多
様
な
人
々
と

協
働
す
る
力
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
本
町

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
外
国
語
教
育
、

伝
統
や
文
化
に
関
す
る
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
、
時
間
的
・
金
銭
的
な
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
学
習
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

町
営
塾
「
に
し
き
未
来
塾
」
を
開
設
し
、
英
語

検
定
受
験
の
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
政
府
目
標
の
中
学
生
英
検
３
級
合
格
50
％

以
上
を
達
成
す
る
た
め
、
英
語
力
の
向
上
、
学

習
の
習
慣
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
外
国
語
指
導
助
手

を
４
人
体
制
に
し
、
日
常
会
話
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

お
り
、
継
続
し
て
こ
れ
か
ら
の
国
際
化
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
積
極
的
な
活
用
を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
を
購
入
し
、
小
中
学
生
全
学
年
に
お
い
て
活
用
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
議
会
の
仕
組
み
と
町
の
将
来
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
錦
町
子
ど
も
議
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
代
表
の
児

童
生
徒
が
本
町
の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、

地
域
住
民
は
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
む
た
め
、
小
中
学
校
と
関
わ
り
を
持
ち
、
児

童
生
徒
は
、
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
を
知
り
、
地
域
住
民
と
ふ
れ

合
い
を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
育
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
活
動
の
一

つ
と
し
て
「
地
域
貢
献
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
各
小
中
学
校
の
児
童
が
、
日
頃
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
へ
の
恩
返
し
の
た
め
、
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
教
育
支
援
に
つ
い
て
よ
り
一
層
力
を
入
れ
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

錦町
の
教育

タブレットを使った授業



⑥その他支援事業2：認知症施策の推進

　認知症の予防及び理解を深めるための普及、啓発を継
続的に推進します。また、専門医など関係機関と連携し、
早期診断・早期対応等により、認知症になっても住み慣れ
た地域で暮らし続けられる支援体制づくりなど、認知症地
域支援推進員を中心に施策を推進します。 

③総合相談支援事業
　地域包括支援センターは、高齢
者に関する様々な相談や訪問を実
施し、医療や福祉等制度の枠を超
えて案内する役割を担っています。

④権利擁護事業
　高齢者の様々な権利を守ること
も、ひとつの業務です。「高齢者
虐待への対応」「成年後見制度
の活用促進」などになります。高
齢者虐待への対応では、早期発
見や防止に努めていきます。
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生きがいあるまちづくり介
護
予
防
支
援
事
業

包
括
的
支
援
事
業

　
本
町
で
は
、
誰
も
が
希
望
と
生
き
が

い
あ
る
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
高
齢
者
に
対
し
て
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
本
人
・
家
族
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
住
ま
い
、
医
療
、
介

護
や
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
で
き

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
向
け
、
中
核
的
機
関
と
し
て
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、
社

会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な

ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
総
合

相
談
所
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
介
護
・

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
様
々
な
側
面
か

ら
、
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

役
割
と
し
て
、「
介
護
予
防
支
援
事
業
」

と「
包
括
的
支
援
事
業
」
の
２
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

　要
支
援
者
及
び
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
対
象

者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

な
ど
、
必
要
な
援
助
を
行
う
た
め
の
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　ま
た
、
介
護
予
防
事
業
そ
の
他
の
適
切
な
事
業
が
、
包
括
的

か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。

錦町
の
福祉

①介護予防ケアマネジメント事業

　要介護状態等になる恐れの高い虚弱な高齢者に対し
て介護予防プランを作成し、そのプランに基づいて地域
支援事業における介護予防事業などが実施されるよう、
必要な援助を行います。　　　 

⑤その他支援事業1：介護予防の推進

　高齢者がお住いの地域に多様な参加の場づくりに生活支
援コ－ディネ－タ－が積極的に関わり、リハビリ専門職の
適切な関与により、高齢者が健康を維持し、生きがいをもっ
て生活できるよう支援します。

②包括的・継続的
　ケアマネジメント支援事業

　高齢者が住みやすい地域にするため、ケアマネー
ジャーなどの介護や医療の専門家のネットワークを作
り、情報共有や課題解決を行います。また、多職種協
働による個別事例を地域ケア会議において検討を実施
します。会議を通じ、地域共通の課題について、施策
検討を行うとともに、課題解決に向けた関係機関等と
の連携を深めます。

医療

地域包括支援
センター
ケアマネージャー

介護

住まい

地域包括ケアシステムのイメージ

医療ケア・
サービスの提供

通院・入院

通所・入所

介護ケア・
サービスの提供

生活支援
介護予防

活動の場の提供自治会や
ボランティアへの参加
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本
町
に
は
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

 

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。 

ツクシイバラ自生地

　町花であるツクシイバラは、開花時期の５月から６月に
かけて、町内を流れる球磨川沿いをピンク色で埋め尽くし
ます。木上地区にある広大な自生地では、たくさんのツク
シイバラが咲き誇り、非公式ではありますが、世界一の自
生地と言われています。 
　また、ツクシイバラの保護活動を行っている「球磨川ツ
クシイバラの会」が自生地で、コンサート等のイベントを
行われています。ツクシイバラに囲まれ香りを味わいなが
ら楽しむことができます。 

　道の駅・錦農産物直売所は、町の特産物である梨や桃を買うことができ、
毎月恒例の「ガラポン抽選会」や令和５年からは創業20周年を記念した
「くらんどつながる市」などのイベントを開催されています。令和５年７月
には来場者200万人を達成し、町内外から多くの方が訪れています。 
　道の駅と併設された錦・くらんど公園には、子ども連れの方、学校の遠
足、草スキーや遊具を楽しまれる方、大規模なイベント（くらんどつなが
る市）の開催の場など多様なニーズに応えることができる公園です。 

人吉海軍航空基地資料館 
（ひみつ基地ミュージアム） 

道の駅・錦農産物直売所
錦・くらんど公園 

　太平洋戦争末期に建設された人吉海軍航空基地の
跡地に、平成30年８月に人吉海軍航空基地資料館がオー
プンしました。資料館内には、戦争体験者の証言ビデオ
や多くの貴重な資料を見ることができ、オープンから１カ月
ほどで来場者が３千人を突破しました。
　また、令和３年３月にリニューアルオープンし、当時の基地に
たくさん存在した九三式中間練習機「通称：赤とんぼ」の実物大模型を展示しました。 さらに、周辺の環境
整備も進めており、資料館だけでなく周辺一帯を平和についての学びの拠点としていきます。  

一武八幡宮 

　一武八幡宮は、応神天皇、神功皇后、玉依姫命を祀る神
社です。一武内村地区にあり、建立時期は不明ですが、嘉吉
四年（一四四四）にこの地に遷座したとの記録があります。例
祭日は11月20日で、戦前は相撲、神楽、弓道などが行われ
賑わいを見せていました。近年は、人気アニメの聖地巡礼ス
ポットとして注目されています。 

　本町唯一の国指定文化財であるかつて人吉球磨地方に多
くみられた鉤屋（かぎや）型の民家で、建築は江戸時代後期
の文政（1818～30）の頃といわれています。主屋は「ざしき」・
「あらけ」・「なかのま」が一列に並ぶ棟と、これに直角につ
ながる「だいどころ」・「どうじ（土間）」の二部屋がある棟から
構成されています。 

桑原家住宅

魅
力
た
っ
ぷ
り

見
ど
こ
ろ
た
く
さ
ん

錦町
の
観光



夢と希望あふれる町25 Nishiki Town 24

いきいき大学 

錦町文化祭

カラオケや社交ダンスなど複数の講座から選ぶことが
でき、いつまでも健康で楽しみながら学習することで、
日常生活に張りをもたらし、仲間との交流を通して活
き活きとした人生を送ることを目的に行われています。

毎年11月に行われる「錦町文化祭」です。錦町文化協会
会員、町内の小中学生や錦町青年団が合唱、ダンスや
芸術作品を披露する場として開催されています。毎回、
たくさんの来場者が訪れ、賑わいを見せています。

本町の文化の中心地となる錦町図書館では、数万
冊の本を読むことができます。ひなまつり、七夕、
ハロウィン、クリスマスなど季節ごとに趣向を凝ら
したイベントが行われます。また、毎月発行される
広報にしきでは「錦町図書館だより」としておすす
めの本など紹介されています。ぜひ、ご覧になって
ください。

ボランティア
フェスティバル

ボランティアグループの活動発表や奉仕活動歴に応
じて表彰を行うことで、自発的に人や社会に貢献す
る心の活性化、助け合いの輪を広げることを目的
に開催されます。 

移動図書巡回

移動図書車「つくしいばら号」にたくさんの本を載
せて、各地区を回ります。その場でカードの申し込
みをして借りることができます。ぜひ、利用してみて
ください。 

町内の小学生に司書の仕事を体験してもらう「半日司書
体験」では、実際に本の修理や貸し出しなどを行うこ
とができます。大好評な活動の一つです。 

半日司書体験

錦町図書館
本
町
で
は
、
年
間
を
通
し
て
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
育
む

文
化
の
輪 
錦町
の
文化
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郡民体育祭 郡民体育祭 

分館対抗ソフトボール大会 分館対抗ソフトボール大会 

郡民体育祭郡民体育祭

球磨人吉中体連夏季大会 

町民ゴルフ大会 町民ゴルフ大会 

分館対抗バレーボール大会 球磨一周市町村対抗 熊日駅伝大会 分館対抗駅伝大会 

　本
町
で
は
、
様
々
な
世
代
が
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
ゴ
ル
フ
場
や
各
種
体
育
施
設
を
完
備
し
て

お
り
、
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

体
を
動
か
し

み
ん
な
健
康
に

錦町
の

スポーツ
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本
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、
稲
作
、
梨
や
桃
な

ど
の
果
樹
や
野
菜
の
栽
培
、
畜
産
を
始
め
と
す
る
農
林
業
が
盛
ん

に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
の
進
行
、
後
継
者
不
足

の
問
題
や
資
材
・
燃
料
の
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
題
の
対
策
と
し
て
、
ま
ず
、
新
規
就
農
者
に
対
し
、
就
農
し

て
初
期
の
収
入
が
安
定
し
な
い
時
期
の
支
援
と
し
て
年
間
75
万
〜

１
５
０
万
円
を
３
年
〜
５
年
間
給
付
す
る
「
錦
町
農
業
担
い
手
支

援
給
付
金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
が
受
給
さ

れ
て
お
り
、
新
規
就
農
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
農
作
業
の
省
力
化
を
図
り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
仕
事
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
農
作
業
の
負
担
の
軽
減
・
効
率
化
に

よ
り
、
新
規
就
農
者
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
、
錦
町
に
お
い
て
も
ロ
ボ
ッ

ト
草
刈
り
機
の
購
入
費
用
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
国

や
県
の
事
業
も
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や

ロ
ボ
ッ
ト
田
植
え
機
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
を
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
、
森
林
は
様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

不
可
欠
な
資
源
で
す
。
林
道
の
早
期
復
旧
を
進
め
、
森
林
組
合
と

連
携
し
た
適
正
管
理
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
、
ま
た
誘
致
企
業

で
あ
る
錦
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
お
け
る
未
利
用
材
の
再
利
用
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
、
低
コ
ス
ト
で
高

品
質
な
子
牛
生
産
に
努
め
る
と
と
も
に
、
優
良
子
牛
の
自
家
保
留

牛
助
成
事
業
や
肥
育
素
牛
導
入
事
業
な
ど
に
よ
り
畜
産
農
家
の
育

成
と
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
令
和
４
年
10
月
に
淵
田
清
さ
ん
（
西
京
の
峰
）
が

５
年
に
１
度
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
場
さ
れ
、

令
和
５
年
11
月
に
は
㈱
有
田
牧
場
が
、
農
林
水
産
関
係
の
表
彰
制

度
で
は
最
高
位
の
も
の
と
な
る
天
皇
杯
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
明
る
い
話
題
が
続
く
よ
う
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
「
錦
町
農
業
担
い
手
支
援
給
付
金
」
を
受
け
取
り
、
就

農
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
田
山
直
人
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　「
農
業
を
始
め
て
５
年
ほ
ど
に
な
り
、
家
族
み
ん
な
で
毎
日
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
別
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

祖
父
か
ら
継
い
で
み
な
い
か
と
話
が
あ
り
、
始
め
ま
し
た
。
も
と

も
と
継
ぐ
こ
と
は
頭
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
少
し
早
ま
り

ま
し
た
（
笑
）

　
我
が
家
で
は
、
主
に
春
・
秋
冬
人
参
、
水
稲
、
玉
ね
ぎ
を
作
っ
て

い
ま
す
。
無
農
薬
で
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
付
加
価
値
と
し
て

独
自
の
ル
ー
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
人
参
は
、
祖
父
の
代
か
ら

作
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
興
味
が
あ
り
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
年
間
で
休
み
は
10
月
ぐ
ら
い
で
大
変
で
す
が
、
と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
１
番
大
変
な
の
は
、
畑
の
土
を
細
長
く

盛
り
上
げ
る
「
畝
立
て
」
が
と
て
も
難
し
く
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

め
げ
ず
に
、
祖
父
の
姿
を
見
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」

町
を
支
え
る
基
幹
産
業
を
魅
力
あ
る
も
の
に

町
を
支
え

農
林
業

農
林
業

未利用木材の再利用 スマート農業

人参の収穫作業 田山 直人さん（一武上本別府） 

ロボット草刈り機バイオマス発電所 全国和牛能力共進会出場 天皇杯受賞
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地
域
活
性
化
の
大
き
な
柱
と
し
て
、
地
域
を
支
え

る
企
業
の
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
進
学
や

就
職
を
機
に
町
か
ら
転
出
す
る
若
者
が
多
く
、
将
来

的
な
地
域
産
業
の
担
い
手
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
世
界
最
大
級
の
半
導
体
製
造
会
社
が

令
和
６
年
度
県
央
で
稼
働
予
定
で
あ
り
、
人
材
の
流

出
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
既
存
の
誘
致
企
業
の
支
援
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
働
く
場
の
確
保
、
魅
力
あ
る
職

場
の
創
出
の
た
め
新
た
な
企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
食
肉
の
加
工
処

理
及
び
販
売
を
行
わ
れ
て
い
る
会
社
で
、
西
地
区
で

営
業
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
同
社
は
、
日
本
で
も
数
少

な
い
イ
ス
ラ
ム
法
に
則
っ
て
牛
の
屠
畜
及
び
加
工
を

行
う
会
社
で
、
世
界
に
向
け
て
輸
出
を
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
令
和
２
年
の
７
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
、

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
本
町
を
は
じ
め
多
く
の
支
援
が
あ
り
、
令
和

５
年
10
月
か
ら
高
台
の
木
上
西
地
区
で
営
業
を
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
、
発
電

事
業
を
手
掛
け
ら
れ
る
会
社
で
、
木
上
西
地
区
で
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同

社
と
は
、
令
和
２
年
９
月
に
開
発
協
力
環
境
保
全
や

雇
用
の
確
保
な
ど
の
進
出
協
定
の
締
結
を
結
び
ま

し
た
。

　
施
設
の
運
営
は
、
子
会
社
で
あ
る
合
同
会
社
熊
本

錦
グ
リ
ー
ン
パ
ワ
ー
が
行
い
、
令
和
５
年
10
月
か
ら

事
業
を
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
か
ら
出
る
未
利

用
間
伐
材
を
木
質
チ
ッ
プ
化
し
、
そ
れ
を
燃
料
と
し

て
発
電
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
に
対
す
る
支
援
あ
り
ま
す

 

○
錦
町
企
業
立
地
促
進
補
助
金

　工
場
等
の
新
設
・
増
設
に
対
し
て

○
錦
町
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
業
等
立
地

　促
進
補
助
金

　コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

　ン
タ
ー
等
の
新
設
・
増
設
に
対
し
て

○
錦
町
工
場
等
設
置
奨
励
金

　工
場
等
の
新
設
・
増
設
に
対
し
て

錦
町
を
支
え
る
企
業
の
力 

ゼンカイミート株式会社テス・エンジニアリング株式会社
（合同会社熊本錦グリーンパワー） 

誘 致 企 業 一 覧  
球磨カントリー倶楽部／九州武蔵精密株式会社
ルネサスエレクトロニクス株式会社錦工場／ゼンカイミート株式会社
藤田株式会社／有限会社 トータル・ケア・サポート／株式会社 佐藤
日本三和エレクトロニクス／株式会社 ヒムカ食品  
合同会社熊本錦グリーンパワー（テス・エンジニアリング株式会社）
レッドホースコーポレーション株式会社／株式会社キャップドゥー・ジャパン 

利用者に
愛されて半世紀 

50周年を記念にリニューアルされた看板の前で 

　利用者に長年愛され、支えられてきた球磨カントリー倶楽部が令和5年に開場
50周年を迎えられました。1,400人を超える会員が在籍する同倶楽部は、歴史
ある日本プロゴルフ選手権大会が開催された歴史ある倶楽部になります。

企
　業

企
　業
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町
が
活
気
づ
く
う
え
で
商
業
の
力
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
町
内
の
事
業
者
の
多
く
が
商
工
会
に
所
属
し
て

お
り
、
商
工
会
は
事
業
者
が
業
種
に
関
係
な
く
会
員

と
な
っ
て
お
互
い
の
事
業
の
発
展
や
地
域
の
発
展
に

貢
献
す
る
団
体
で
す
。

　
商
工
会
で
は
、主
に「
経
営
改
善
普
及
事
業
」と「
地

域
総
合
振
興
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
経
営
改
善
普
及
事
業
」
は
、
事
業
者
の
経
営
改

善
を
図
る
た
め
に
、
商
工
業
に
関
す
る
経
営
、
経
理
、

財
務
な
ど
様
々
な
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
地
域
総
合
振
興
事
業
」
は
、
事
業
者
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
と
共
に
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
「
夏
ま

つ
り
」や「
産
業
フ
ェ
ス
タ
」を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
令
和
２
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
停
滞
し
た
町
内
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
錦
町
と
連
携
し
、
町
内
の
事
業
所
で
使
用
で
き

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。
そ
の

際
は
、
販
売
開
始
の
午
前
中
に
は
完
売
と
な
る
な
ど

大
好
評
で
し
た
。

　
商
工
会
の
中
で
、
商
工
業
の
発
展
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
た
め
竹
田
生
史
部
長
を
中
心

に「
商
工
会
青
年
部
」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る「
夏
ま
つ
り
」、「
産
業
フ
ェ
ス

タ
」
は
青
年
部
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
さ
れ

て
お
り
、
抽
選
会
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、

日
々
活
躍
さ
れ
て
い
る「
商
工
会
青
年
部
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
現
在
、
青
年
部
の
部
長
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

西
久
保
地
区
の
竹
田
生
史
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
青
年
部
は
、
業
種
関
係
な
く
い
ろ
い
ろ
な
分
野

か
ら
元
気
い
っ
ぱ
い
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
お
り
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
部
は
、
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
い
ろ
ん
な

業
種
の
人
と
の
出
会
い
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
仕
事
に
活
か
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
く
ま
で

は
、
な
か
な
か
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
難
し
く
、
活
動
で

き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
て
か
ら
は
、
徐
々
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
時
は「
開
催
し

て
良
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
人
手

不
足
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、Ｏ
Ｂ
や
周
り
の
方

の
支
え
も
あ
り
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
部
員
一
同
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
合
わ
せ
団
結
し 

町
を
盛
り
上
げ
る 

青年部メンバー　一覧 
� 竹田生史 ㈱フルラージュ 花工房たけだ 
� 山本和弘 ㈲昭和自動車サービス工場 
� 上田吉高 ㈲上田農具刃物製作所 
� 中村真矢 ㈲パルティール福寿庵 
� 前田将造 社会福祉法人 豊心の里 錦寿豊苑 

� 宮﨑孝宗 ㈱宮﨑林業 
� 瀧本竜太 ULU・CURE 
� 土屋博志 土屋金属工業 
�� 小嶋信雄 市房堂
�� 林　幸平 熊本中央信用金庫 錦支店

� 田中拓照 ㈲ティーエヌケイ 

商 工 会 青 年 部

部長インタビュー
青年部を引っ張る、竹田部長に
お話をお伺いしましたので、ご紹介します

商
　業

商
　業

青年部研修 

青年部ブース 

竹田 生史部長 

ふ
る
さ
と
祭
り
で
も
、
お
店
の
出
店
や
運
営
に
大
活
躍 

青年部が当選者に商品を 夏まつりふるさと祭り
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令
和
２
年
１
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
が
日
本
で
確
認
さ
れ
て
以
来
、
町
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
令
和
５
年
５
月
に
感
染
症
法
の
分
類
が
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
徐
々
に
町
の
様
子
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
姿
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
町
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す

歳
時
記

四
月
錦
町
消
防
団
入
退
団
式

分
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
錦
町
ふ
る
さ
と
祭
り

錦
町
文
化
祭

十
二
月
球
磨
一
周
市
町
村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会

年
末
警
戒

九
月
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

相
良
三
十
三
観
音
　秋
の
一
斉
開
帳

一
月
20
歳
の
つ
ど
い

錦
町
消
防
団
出
初
式

二
月
錦
町
分
館
対
抗
駅
伝
大
会

に
し
き
産
業
フ
ェ
ス
タ

分
館
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

人
吉
球
磨
ひ
な
ま
つ
り

三
月
に
し
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

相
良
三
十
三
観
音
　春
の
一
斉
開
帳

八
月
に
し
き
夏
ま
つ
り

分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

七
月
郡
民
体
育
祭

十
月
町
民
体
育
祭（
隔
年
開
催
）

五
月
五
月
職
域
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

剣
豪「
丸
目
蔵
人
」顕
彰 

少
年
剣
道
大
会

開
花
に
合
わ
せ
た

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

分館対抗バレーボール大会 

ツクシイバラのイベント

にしき夏まつり 

郡民体育祭 

錦町文化祭 

町民体育祭 

はたちのつどい 

錦町ふるさと祭り 
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幸野
溝

百太
郎溝

ひご
にしのむら

いちぶ

球磨大橋
ツクシイバラ
　　群生地

錦大橋

きのえ大橋

ツクシイバラの里
きのえ

おかどめこうふく

九
州
自
動
車
道

大平キャンプ場

㈱球磨カントリー
倶楽部

九州武蔵精密日本三和エレクトロニクス㈱
トータルケアサポート

新宮ゴルフ練習場

ルネサスエレクトロニクス㈱
錦工場常楽

酒造

六調子酒造

大王神社

大王原公園

西コミュニティーセンター

木上コミュニティーセンター

陶祥窯
白坂ゴルフ練習場

くま川
鉄道

山下

野間 覚井

荒田

岩城

目郎

高原

平川

平野

平良

福島

駅通

駅通
下須

中福良

大王三条

平岩
浜川

十日市
由留木

白坂

土屋

東方

覚井
小川

内村

原

栄

山仁田

中島

中原

横山

別府

狩政

切原野
昭和

上大鶴

永野今山

木揚

指杉

井手の口

大正

久保宇野

一丸

京の峰

下大鶴

本別府

忠ヶ原

下原

原田川内門

久保

迫 木上小学校

球磨川上流
浄化センター

球 
磨 川

一武八幡宮

道の駅「錦」

錦町役場 錦町温泉センター

国体記念運動公園

錦町民グラウンド

桑原家住宅

丸目蔵人佐の墓

土屋観音

錦中学校

ゼンカイミート㈱

人吉海軍航空
基地資料館

熊本錦グリーンパワー

別府前遺跡

京ヶ峰横穴群

神城文化の森

新宮寺六観音
イオン錦店

西小学校
球磨中央高校

一武小学校

上田農具刃物製作所

錦･くらんど公園

蔵城公園

大平渓谷

あ さ ぎ り 町

相 良 村

ツク
シイ
バラ

　
群生
地

球磨川
サイクリングロード

フルーティ
ーロード

（広域農道
）

324

33

262

265

43

33

445

219

219

219

221

町内マップ町内マップ
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錦
町
議
会
は
、
町
民
の
代
表
と

し
て
12
人
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
条
例
の
制
定
改
廃
や
予

算
案
な
ど
町
民
生
活
に
直
接
関
わ

る
議
案
を
審
議
・
決
定
す
る
ほ
か
、

一
般
質
問
を
通
じ
て
、
町
民
の
多

様
な
意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
総
務
建
設
、
厚
生
文
教
経
済

の
２
つ
の
常
任
委
員
会
と
特
別
委

員
会
が
あ
り
、
き
め
細
か
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

髙
田 

孝
徳

池
田 

秀
晴

金
山 

民
幸

梶
原 

誠
二

丸
小
野 

聖
一

竹
田 

農
利
人

岡
田 

武
志

　田 

眞
二

早
田 

和
彦

谷
口 

一
也

荒
川 

孝
一

　
　（議
長
）

石
松 

ま
ゆ
子

　
　（副
議
長
）

錦
町
の
議
会

ご 挨 拶

錦
町
議
会
体
制

　
　本誌を手に取っていただいた皆様、ぜひ、錦町をお楽しみくだ
さい。
　春にはツクシイバラを始め、いろいろな花が町のいたるところに
咲き、夏には渓谷で涼み、ホタルを眺め、秋には紅葉、冬には町
の農産物、特産物が入った鍋を囲み球磨焼酎を楽しむ。四季を通
して自然と食を満喫いただけます。
　最後に、本誌ではご紹介しきれない部分も多数あります。今後、
多くの方が錦町を訪れていただくことを切望し挨拶とさせていただ
きます。

　このたび、町勢要覧をお読みいただきありがとうございました。
私たちの住む錦町の伝統・文化・生活・人など写真を交えてご紹介
してまいりました。
　錦町は、熊本県南部、球磨盆地（鹿児島県・宮崎県との３県境界）
の中央に位置し、人口は10,213人、町の中央を日本三大急流で
ある球磨川が流れています。この球磨川では、令和２年７月の豪
雨で、約60人の尊い命が奪われるなど、大災害を受け、現在で
も復旧・復興を進めております。
　都会に比べると「何もない」と思われるかもしれませんが、そん
なことはありません。ここにしかないものがたくさんあります。日
本遺産認定が証明しているように七百年を超える歴史文化を守り
続け、生活の中に息づくライフスタイル。そして、現代においても
手と手を取り合い助け合い、地域を盛り上げるコミュニティ。町
中に笑顔があふれ、町のいたるところから挨拶の声が元気に聞こ
えてきます。
　錦町は都会でもないが田舎でもない「暮らしやすい町」と言って
いただけます。
　「心の豊かさ、人の営み、暮らしやすさ」といった町民の視点で
のまちづくりを実践し、誰もが、幸せを実感できるよう取り組み、
結婚、出産、子育て、老後の生活、働く場の創出など安心して暮
らし続けることのできる政策を推し進めているからだと思います。
そのような政策が実り、合計特殊出生率が全国９位に位置するこ
とも自慢の一つです。

令和６年３月

錦町長 森 本　完 一
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Nishiki Town 

一
︑
自
然
を
大
切
に
す
る
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
き
ま
り
を
守
る
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
文
化
を
育
む
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
︑
希
望
と
生
き
が
い
の
あ
る
楽
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

町民憲章


